
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都心まちづくり計画策定協議会② 
 会議資料 

平成 26年 12月 1日 
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（１）第 1回会議における議論のポイント（※( )内は委員名（敬称略）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【0】おさらいと検討の視点 

 

続・都心まち

づくり計画

の力点 

○PPPでまちを動かしていくことが重要(小林) 

○バラバラな投資を抑え、一定の方向に誘導していくのがまちづくり会社の役割のひとつ（白鳥） 

○官民の動きを整合させる方策を考えるのが次のマネジメントの目標（保井） 

都心のイン

フラ 

○四季に対応した都心のアクセシビリティの確保(高野) 

○限られた歩道・車道の空間の中での移動手段としての自転車の位置づけ(高野) 
交通 

○エネルギーインフラも社会都市基盤として重視すべき(小林) 

○エネルギーを考える上でも、まちのクオリティ、ストリートシーンを併せて考える必要がある(村木) 
エネルギー 

札幌・都心の現状課題 

○札幌の成長戦略が明確でない。（大鐘） 

○冬季オリンピックに形成された市街地の代謝が進まない。（関根） 

○バックアップ拠点に限って優位性を高めるには限界がある(管林) 

○札幌は産業面での盛り上がりに欠けるため、新規ビル建設、既存ビル更新等の民間投資が起こっていない。（管林） 

○観光地としての知名度はあるが、ＭＩＣＥが起こらない。アフターコンベンションも含めた戦略が必要。(中鉢) 

○街並みの分断を如何に解消するか(廣川) 

札幌・都心の優位性 ○東京と地続きではない、災害が少ないことを背景としたバックアップ拠点としての地理的優位性(関根) 

札幌・都心の可能性 

○全国・全道の少子化を見据え、子育て環境としての優位性の発揮(関根) 

○商工会議所では成長戦略を産業、人材、インフラ、安全・安心の４つの視点から検討している。都心まちづくり計画との連携を図りたい（池内） 

○ニセコが再活性化したように、札幌にも見えない価値があるのでは（池内） 

○気候、ﾗｲﾌｽﾀｲﾙ、都市構造、ｲﾝﾌﾗの独自性を活かしたモデルの可能性（蓮見） 

○ないものを取込むのではなく、風土に合った特性をﾒﾘｯﾄに換える知力が必要(蓮見) 

○観光インフラであると同時に、暮らしを支えるインフラとしての情報通信網は重要(関根) 情報 

札
幌
・
都
心
の
現
況
に
係
る
視
点 

都
心
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
ポ
イ
ン
ト 

○財源の減少を視野に入れた選択と集中、官民役割分担 (関根) 

○地域社会活性化と地域経済活性化の両方が重要。(大鐘) 

○札幌発の起爆剤となる産業育成の視点も重要(管林) 

○「経済の環境づくり」から更に一歩踏み込んだメッセージを発信できるかどうかがポイント（白鳥） 

○オール札幌での成長戦略と、都心の役割の明確化（保井） 

○民を誘導するための官の姿勢・覚悟を示す必要がある。それを決断できるかがこの計画の重要な点となる。(村木) 

仕組み 

(ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ) 

メッセージ

性 

○都心で働く人達にとって働きやすい環境は何か（白鳥） 

○海外の知恵の導入も重要。対アジアで見ると、福岡とは違った気候風土は札幌の魅力となる。（保井） 
ターゲット 
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【１】VISIONING（都心まちづくりの成長戦略） 

 

（１）都心まちづくりにおける成長戦略立案の視点 

 

①何故、都心のまちづくりか（おさらい） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②都心の有する（有するべき）優位性・価値・魅力を発揮・強化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③都心の価値発信のベクトル；目標立案の視点（狙い） 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

（２）都心の有する価値・ポテンシャルとは 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）都心まちづくりの目標像と成長戦略 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
・
優
位
性 

課
題
・
考
慮
す
べ
き
危
機
感 

共感・共有できる都心の価値・魅力を可視化・アクセス可能な状態にすることが重要 

都心の 

価値・魅力 

多様性 

包摂性 

ライフスタイル 

●多様なヒト・モノ・コトを享受できる選択性に富んだ都市

機能が集積している 

●多様性を背景にしながら、誰に対しても自己実現機会・可

能性が開かれている 

●都心を日常生活の一部として活用する利便性、近接性、ニ

ーズに応える機能を備えている 

価値 

魅力 
世 界 市 民 

外からの投資・来訪・

消費を呼び込む 
市民が日常的に都心を訪

れ、活用する 

戦略・情報 戦略・情報 

集約連携都市の中核として札幌の持続可能性（経済・暮らし）を支え

る原動力を発揮できるポテンシャルがある 

●投資可能性を直感できる都心のビジョ

ンの構築 

●共感できる（見たい・訪れたい、体感したい）

資源・ストックの蓄積 

●市民が都心での時間消費、回遊、活動

参加の魅力を感じる機能・空間・活動

の創出 

変化（前計画の慨成・新たなまちづくりの芽・都心の人口増加）への

対応と、活力向上に向け、魅力と価値を創造・発揮する必要がある 

札
幌
・
都
心
を
取
り
巻
く 

社
会
経
済
情
勢
の
変
化 

札幌の 

持続可能性 

新たな価値 

地区間の格差、地区が突破できない課題を、エリア間の連携等から都

心全体で包括的に前進させる仕組みづくりが急務となる 
連鎖・連携 

札幌の 

まちづくり

を先導 

都心の 

抱える 

課題への

対応 

都心が有する優位性・価値・魅力を活かす、強力に発信するまちづくりを展開 

◎自然災害等が少ない立地性を有し、強固

なまちづくり、BCPを支える重要な機能

移転の受け皿としての適正を備えてい

る。 

◎札幌発祥の地として、業務・商業・研究

（大学）・住機能等がコンパクトに集積す

る、集約型連携都市の中心地である。 

◎CBD でありながら、都心内・近傍に北

海道の自然性を体感できる環境がある。 

◎次の戦略の礎となりうる、札幌固有の都

市基盤（エネルギー・回遊）が存在する 

◎地域主体のアクション、マネジメントの

基盤が存在する。 

●空港等、国内外と繋がる広域ハブからの

速達性・接続交通の選択性が弱く、主要

政令市と比較しても評価が低い 

●観光の視点では、北海道・札幌の豊かな

資源による優位性を発揮できるものの、

ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝ実績、ﾊｲｸﾗｽﾎﾃﾙの立地等の面で

評価が低い 

●PMF 等、世界に誇る資源を有しながら

も、波及性に欠け、多様性が発揮出来て

いない。 

●企業間、主体間のマッチングの連携が不

足し、経済的持続性を支える強固な産業

基盤が出来ていない。 

立地性 

集積性 

多様性 

先進性 

札幌の立地特性・既存インフラを活用した強靭なビ

ジネス環境の創造 

札
幌
を
国
内
外
に
発
信 

市
民
に
都
心
を
ア
ピ
ー
ル 

国国国内内内外外外かかかららら活活活力力力・・・   

投投投資資資ををを呼呼呼びびび込込込むむむ   

札札札幌幌幌都都都心心心ブブブララランンンドドド

ののの確確確立立立   

LLLiiivvvaaabbbllleee かかかつつつ SSSmmmaaarrrttt

ででで多多多様様様なななパパパブブブリリリッッッ

クククララライイイフフフををを実実実現現現すすす

るるる都都都心心心ののの再再再構構構築築築   

来街の魅力を高めるホスピタリティの向上に資す

る都心の機能、空間等の環境形成 

民間投資の誘発・波及を促進する官民連携型市街地

再編モデルの展開 

多世代が安全・安心に暮らせるコンパクトな暮らし

の場のモデル形成 

都心各機能へのアクセス性、利便性の高い都心なら

ではのワークスタイルを創造 

人を中心とした、歩いて都心の魅力を享受できるパ

ブリックスペース・回遊環境の強化 

視
点
① 

視
点
② 

①強靭な都心のビジネス環境の創造 

②ホスピタリティ豊かな来街環境の形成 

③民間投資を誘発するプラットフォーム形成 

④集約型連携都市のモデルづくり 

⑤都心アクセスの利便性 

⑥都心のパブリックライフの実現 
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【２】PLANNING（都心まちづくりの力点の視覚化） 

（１）都心まちづくりの方向性を端的に発信するメッセージ性の高い都心構造の立案 

 

  

【都心まちづくりの 

強靭化ゾーン】 

 

 

 

都心西部 

●西 11丁目 

周辺 

都心東部 

●創成東地区 

投投投
資資資
・・・
人人人
材材材
ををを
誘誘誘
引引引
すすす
るるる
魅魅魅
力力力
ののの
あああ
るるる   

都都都
市市市
空空空
間間間
形形形
成成成   

【都心ビジネス地区】 

強靭な都心の 

ビジネスエリア 

【札幌駅交流拠点】 

ゲートウェイ 

【大通・創世交流拠点】 

機能集積を活かした

受入環境の強化 

【西 11丁目周辺】 

MICE・コンベンション

コアの形成 

●札幌の災害に強い地理特性と既存インフラの活用により、エネルギーセキ

ュリティの高い都市基盤を形成するとともに、建築物の防災性能強化の促

進による企業の BCP を実現し、安全なビジネス地区としての付加価値を

向上し、国内外からの投資を誘引 

●国際的なビジネス・観光ハブとして、受入環境、交流促進環境を形成 

●北海道・札幌の魅力、情報を発信するアンテナ機能、にぎわい交流機能を

誘導 

●二つの交流拠点の複合化による都心における市民の豊かなパブリックライ

フを支える文化創造拠点への再構築 

●既存ストックの更新の連鎖・連携による新たな街並み形成、大通公園を軸

としたパブリックスペースの連鎖等のモデル的展開 

●MICE・コンベンション施設や文化施設、情報発信施設（放送局）等の集

積を活かし、都心各エリアとの連携から新たな札幌ブランドを創造・展開 

人人人
ををを
中中中
心心心
ととと
ししし
たたた   

都都都
心心心
ののの
再再再
構構構
築築築   

【創成東地区】 

都心居住エリアの質

の向上 

●創成東地区の暮らしの場としてのコンパクトな環境を支える歩行空間、パ

ブリックスペースを介した生活支援機能等のネットワークの強化 

●地区で新たなワークスタイルを実現出来るストックの活用 

全体都心構造 

初手となる取組 

【西11丁目周辺ゾーン】 

～MICE・コンベンション・文化の創造 

【業務高度化集積ゾーン（都心ビジネ

ス地区）】 

～業務環境の高度化・強靭化 

【集約連携都市先導ゾーン

（創成東地区）】 

～集約連携都市のモデルとな

る住環境の質の向上 

【商業個性化推進ゾーン（大通周辺）】 

～商業個性化の推進 

●西11丁目周辺のストック

集積を活かした機能強化 

●災害に強い投資価値の高いビ

ジネス環境の構築 ●再開発、都市基盤整備等を通じ

た都心の暮らしの場としての豊

かさ・質の向上 

●ストック更新等を通じた官民連携に

よる連鎖型まちづくりのモデル形成 

●再開発を通じた文化創造拠点の形成 

（すすきの・中島公園周辺） 

～歓楽街の安心・安全化と文化の継承 

【都市文化創造ゾーン（大通・創世交

流拠点）】 

～都心の豊かなパブリックライフを支

え、創造性を育む拠点の強化 

実行性を高める

ための重点化 

機能集積、基盤整備の整ったエリアにおける

連携・強化の促進、投資・人材を誘引する魅

力の発揮による、都心の強靭化 

都心におけるパブリックライフを豊かにす

るための空間形成を骨格構造を基軸にしな

がら展開 

既存の都心構造をより充実したものとする

ための取組を波及的に展開する上での布石

となる場と取組を『初手』として重点化 

既存ストック、まちづくり動向を踏まえ、都

心東西のエリアにおいて、これからのまちづ

くりを支える役割を明確化する 
ね
ら
い 

ね
ら
い 

連携 連携 

都心まちづくりの 

強靭化エリア 

現在の都心が有する資源、 

ポテンシャル、動向等を最

大限活用し、今後のまちづ

くりの2手、３手へと波及

するモデル的・象徴的な取

組を展開 

●札幌駅交流拠点 

●大通・創世交流拠点 

●業務高度化集積ゾーン 

【重点化①；中核の強化と連鎖型まちづくり】 

現在のポテンシャルを活かした都心の強化 

【重点化②；都心東西地区のまちづくり】重点

地区のまちづくり戦略・プログラムの設定 

【重点化②；都心東西地区のまちづくり】

機能集積を活かした位置づけの明確化 

●新幹線・ダイレクトアクセス

等、広域交通ネットワークを

前提としたハブ機能の強化 

創成川通 

東４丁目線 

札幌駅前通 

北３条通 

苗穂地区 

・交通結節点機能強化

(駅移転・橋上化) 

・駅周辺再開発 

【広域交流先導ゾーン（札幌駅交流拠点）】 

～広域交流を先導するゲートウェイ機能の

強化 

●ストリートの個性を活かした魅力向

上への取組 

【大通地区】 

商業個性化の推進 

●札幌を代表する商業ゾーンとして、ストリートの個性が輝き、多くの市民

や観光客を惹きつける豊かで快適な地区形成に向けた取組の展開 

大通 
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【参考】都心まちづくりを支える基盤のレイヤー（低炭素・交通）のシナリオイメージ 

○企業
進出

○国内外
交流

○集約連携
化の促進

○立地の
適正化

Livableで快適な都心居住の促進北海道・札幌の都市機能を支える強靭化

○企業
進出

○国内外
交流

◆札幌都心における低炭素型まちづくり施策検討のシナリオイメージ

○北海道・札幌の行政機能が集中する札
幌都心での強力な自立機能強化

○エネルギー源の分散化に伴うBCP確保、
災害リスクの低い地理特性を活かした、
本社機能移転、BCP上重要な機能の移
転受け皿としての地位を確立

○既存オフィスのグリーンビル化など、
環境配慮による付加価値の向上

○先進的な取組みの発信による、環境関
連会議の増加や国際交流の増加、アフ
ターコンベンションや市内観光への波及

環境首都札幌を象徴する
シティプロモーション

の拠点としての
都心エリアの形成

○札幌市全体としての民生部門での環境
負荷を低減する都心への機能集約

○郊外からの住替え促進による財政負担
の軽減（医療費、除雪費・・・）

○都心での居住環境向上（断熱性、緑、
低価格な熱供給、外国語対応・・・）に
よる健康で多様な暮らし方の提供、それ
に伴う居住ニーズの向上

○企業誘致の促進に資する受け皿となる
都心居住環境の強化

積極的な環境目標
（CO2,再エネ導入、
系統負荷低減）の達成

Walkableな都心の魅力向上国際競争力を支える都心アクセス強化

◆札幌都心における都市基盤整備のシナリオイメージ

○広域交通ネットワークの強化に伴う強靭
化エリアを中心とした国内外からの企業
立地促進

○国際ビジネス環境向上、エリア間連携の
促進による産業イノベーションの活性化

○利便性向上に伴う集客環境の向上による
観光・MICE等の誘致促進

○公共交通の利用促進、都心流入交通の
低減による低炭素化の促進

○人を中心とした都心空間の強化による
都心への機能集積の促進

○積雪寒冷地札幌における地下空間の
ネットワークの拡充による、
豊かな回遊環境の創造

○快適で魅力溢れる公共空間による
都心の魅力の享受と健康で多様な暮らし
の方の提供、居住促進

○エネルギー需要密度の高密化と、
インフラ維持管理の効率化

○都心への来街
機会の増加

○公共交通ネット
ワークを基盤と
した集約連携化
の促進

機能集積や交流を促進し、
都市圏の活力を牽引する

都心エリアの形成

交通結節機能の強化、
積雪地らしい魅力的な
歩行者回遊環境の形成

国内外から活力・投資を呼び込む
札幌都心ブランドの確立

LivableかつSmartで
多様なパブリックライフを実現する

都心の再構築
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（１）都心まちづくりの成長戦略を推進する上でのマネジメントの役割 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）都心エリアマネジメントの枠組み 

①マネジメント主体の構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）都心まちづくりの推進を担うエリアマネジメントの取組イメージ 

 
 

●官学民協働による都心ブラ

ンド創造に向けた研究 

●ブランド力向上の実践 

●連鎖型まちづくりを実現する開

発のコーディネート 

●ストック（建物・公共空間）を

活用し目指すアーバンデザイン

を先導的に体現 

●都心のパブリックライフ創出に

資する公共空間の活用マネジメ

ント 

●都心ブランドの国内外への

プロモーション 

●社会実験等を通じてまちづ

くりを見える化 

●まちづくりに係る検討・研究

について、フォーラム等を通

じて発信 

 

●各エリアとの連携による都

市再生プログラムの展開 

●リノベーション・コンバージョ

ン等を通じて、都心の既存スト

ックの付加価値を向上 

●活性化イベント等のエリア

間の連携・調整 

●エリア内の賑わいを都心全

域に誘引・波及 

 

都心の将来像の実現・成長戦略の展開 

エリア別のマネジメントとの連携・支援 

●都心まちづくりにおける「成長戦略の展開」

と「エリア別マネジメントの連携」を視点

として、先進事例等から、必要とされる主

体の構成をモデルとして例示 

●現在の都心まちづくり計画策定協議会にお

けるメンバーも視野に入れつつ、連携を高

め、都心にエリアマネジメントの可能性・

方向性を継続的に検討 

シ
ン
ク
タ
ン
ク
機
能 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能 

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
機
能 

計画立案 

都心に係る研究 

連鎖型まちづくりの調整 

コンベンション・ツーリズムビューロー 

にぎわい創出に資する空間・活動連携の促進 

都心まちづくりの情報発信 

●ブランディング・スマートシティ等、将来像実現に資する研究 

●成長戦略の展開に係る企画立案・実践（都市再生整備計画等の作成 ） 

●LEED-ND等の指標に基づくエリア開発のプランニング 

●都心の動向の定量的・定性的な情報収集 

●成長戦略の推進に資する技術・先進的取組の適用可能性研究 

●国内外の投資家、バックアップ拠点を求める企業等へのプロモーショ

ン・PR活動の展開と企業立地の促進 

●都心の活力創造、魅力向上に資する産業イノベーションの展開 

●官民の連携による連鎖型開発のコーディネート 

●スマートシティの実現に資するLEEDの導入・適用コーディネート 

●地下空間への接続誘導 

●パブリックライフを創出し、来街者が都心のにぎわい・活力を体感で

きる街並み創出を誘導 

●個別建替え等に際しての建物低層部等への誘導機能・デザインの調整 

●道路・公園・広場・公開空地等のパブリックスペースのエリア横断的・

連鎖的な活用 

●空きスペース等のリノベーションプロデュース 

●フォーラム・ディスカッション等の展開（まちづくりの方向性を市民

と共有化） 

●Web媒体等を活かした、市内外への情報発信 

エ
リ
ア
別
の
取
組
に
対
す
る
ま
ち
づ
く
り
会
社
と
の
連
携 

札幌都心エリアマネジメント事業イメージ 

シティセールス・プロモーション 

●多主体連携による観光・コンベンション等誘致活動の展開 

●地元との連携によるホスピタリティ向上活動 

【３】MANAGING（都心のエリアマネジメントの枠組みイメージ） 

テーマ×場（利害関係）×人（スキル）に応じたチームの組成 

●まちづくりに関わる多様な主体を結びつける触媒・コーディネーター役の確保 

●都心まちづくりの推進に係るエリアと主体の横断的・包括的マネジメントの必要 

●エリア毎の課題に対するソリューションを多様な知恵・技術を持ち寄って解決する仕組みの構築 

●都心の取組に対する情報の市民や国内外へのPRに向けた発信源の構築 

課
題 

役
割 

シンクタンク機能 
～まちづくりをけん引し、ブランディ

ングを推進～ 

コーディネート機能 
～開発を適切な方向に誘導、ストック

の高付加価値化～ 

情報発信 
～国内外へのシティプロモーション、

市民との情報共有～ 

視
点 

 

国 

関連 

機関 関連 

部局 

駅周

辺 大通 

創成

東 

専門家 

チーム 

札幌市 

(都心) 

大学 民間企業 

地元組

織・まちづ

くり会社 

関連

大学 

関連 

大学 

関連 

大学 

投資家 

国内 

企業 

海外 

企業 

すすきの・

中島公園 

交通・ｴﾈﾙｷﾞ

ｰ事業者 




